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 覚え書・パリ，サント・シャペルの薔薇窓
高　野　禎　子
 Etude sur la rose de la Sainte-Chapelle de Paris
 Yoshiko TAKANO
　　La rose de la Sainte-Chapelle de Paris illustre l'Apocalypse de saint 
Jean : elle a été refaite à la fi n du XVème siècle （vers 1498） en reprenant 
le sujet de la rose d'origine.
　　La rose se compose de 87 compartiments, pour lesquels nous avons 
observé 5 points capitaux à prendre en considération : les couleurs des 
vitraux, la technique, les sources iconographiques, la relation entre texte 
et image, et le traitement particulier de 1'auteur, saint Jean, dans les 
premiers fuseaux (1-7 et 10). Notre attention ayant été attirée par une 
densité inhabituelle d'images tirées des chapitres VI, VIII, XIV et XVI de 
l'Apocalypse, nous nous interrogerons, dans un futur article, sur les 
raisons de leur présence et sur la place toujours importante dévolue à 
saint Jean dans une œuvre, cette si charmante rose, créée à l'aube de la 
Renaissance à Paris.
要　　約
　パリ，サント・シャペルの現在の薔薇窓は，1498 年に，創建時 13 世紀
半ばの薔薇窓を全面的に改築して作り直されたものである．その主題は「ヨ
ハネ黙示録」で，中央の神を起点に，時計回りで展開する二層の区画（計
87 場面）に黙示録の光景がステンドグラスで表されている．これらの場
面を仔細に検討した結果，次の 5 つの視点からの検討が必要であろうと判
断される．色彩 / 技法 / テクストと図像 / 図像源泉 / 聖ヨハネの重要性で
ある．特に注目したいのは，①黙示録第 6 章，8 章，14 章，16 章の四つ
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の章がとりわけ丁寧に図像化されていること．②黙示録の著者として聖ヨ
ハネの重要性が際立っていること，の二点である．今後これらの課題を検
証しながら，薔薇窓の黙示録研究に道筋をつける予定である．
序
　2015 年 1 月 1 日，フランスから一通のメールが届いた．パリ在住のス
テンドグラス研究者，クロディ̶ヌ・ロティエさんからの年賀状である．
《Bonne Route en 2015!；2015 年，どうぞ良い旅を》と書かれている．横
になったハート型のステンドグラスは，右下の添え書きの通り，パリのサ
ント・シャペル西薔薇窓の一部である【図 1】．制作年代は 1485-1498 年頃，
つまり 15 世紀末のフランス・ルネサンス期を代表するステンドグラスの
作例である．
　パリ，サント・シャペルの西薔薇窓には，この場面を含む総計 87 区画に，
「ヨハネ黙示録」（以下「黙示録」と略記）の諸場面がところ狭しと描かれ
ている．他に類例のない「黙示録」の薔薇窓として良く知られている．ロ
Paris, Sainte-Chapelle
Rose ouest
Un ange fait rouler une meule vers la mer
Vers 1485-1498
図 1　ローティエ氏よりの年賀状《碾臼を海に投げ込む天使》パリ，サ
ント・シャペル薔薇窓（部分），「黙示録」第 18 章 21 節，1485-98 年
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ティエさんの年賀状にあるのは，中でも有名な箇所で「黙示録」第 18 章
21 節の「都バビロンの滅亡」を描く場面である．《天使が碾臼のごとき巨
大な石を海に投げ込む》という光景が描かれている．特に天使の衣の描写
には，新たに開発された絵付け技法が見られる．本論でこの場面は〔スフ
レ 74〕にあたる【図 16 上部】．
　本稿では，このパリ，サント・シャペルの薔薇窓の「黙示録」について，
現状で知りえた情報を整理しておきたい．というのも，今日，例えばイギ
リスのヨーク大聖堂東窓のように，「黙示録」を描くステンドグラスの大
規模な修理が行われており，「黙示録」の窓の研究が盛んになされるよう
になっている．フランスではこのサント・シャペルの薔薇窓が，そうした
「黙示録」の窓の代表例である．この薔薇窓に特化した研究はまだ発表さ
れたことがなく，あまりに膨大な故か，問題が複雑すぎるためか，研究者
の間で未着手の課題も多い．筆者は 2015 年 3 月末に渡仏して，特別研究
休暇の半年間を，フランス中部の古都トゥールで過ごした．テーマとして
掲げたのは，黙示録の著者《聖ヨハネ伝の窓》であったが，そもそも「黙
示録」という主題を，ゴシックの薔薇窓に選んだのは何故だろう．その理
由と意味について，現地で改めて考えるようになった．本稿では問題の所
在を確認しながら，今後の課題を整理しておきたい 1．
Ⅰ．パリ，サント・シャペルと薔薇窓
　パリのシテ島にかつてあった王宮の敷地内に，カペー朝の王ルイ 9 世（在
位 1226-70 年）は，サント・シャペルを建立した【図 2】．中世の盛期 13
世紀半ばのことである．これは後に聖王と呼ばれるルイ9世が，ビザンティ
ン皇帝ボードワン 2 世から入手したキリストの荊冠，聖十字架断片などの
聖遺物を収めるために建設した礼拝堂であった 2．開始時期ははっきりし
ないが，1248 年 4 月に献堂式が挙行されたのは確かである．同時代の聖
堂建設と比較しても，この工期はよほど短かいものであった．王ルイは十
字軍への出発を間近に控えており，献堂式から約 6 週間で軍を率いてパリ
を後にしたのである．サント・シャペル，すなわち聖なる礼拝堂の内部は
ステンドグラスの窓に覆われている．壁という壁は取り払われて，まるで
巨大な宝石箱のように見える【図 3】．礼拝堂は上下二層に分かれ，一階
は家臣や来客用，二階は王家一族の専用の礼拝空間とされた．
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図 3　サント・シャペル内部（北側面から西正面の薔薇窓・15 世
紀末の再建，をみる），13 世紀半ば
図 2　サント・シャペル西正面外観，13 世紀
半ばと 15 世紀末
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　サント・シャペルには，西正面に薔薇窓が一つ穿たれている【図 4】．
薔薇窓の主題は先述のごとく「ヨハネ黙示録」．円形の薔薇窓は身廊部全
体を占める大きさで，上階の入口上部に君臨する様は壮観である．この薔
薇窓はしかし，創建当初のものではない．15 世紀末に，それ以前の窓を
取り壊して新たに作り直された，ルネサンス初期の薔薇窓である．
　薔薇窓が改修された時期は，ヴァロワ朝の王シャルル 8 世（Charles 
VIII,1483-1498）の時代であった．シャルル 8 世といえば，百年戦争後の
荒廃を経てようやく復興なったフランスを，今度はイタリア戦争へと駆り
立てた王である．1494 年スペイン・アラゴン王の占領地であり，フラン
スとの因縁浅からぬナポリ王国の王位継承権を主張してイタリア半島に出
兵．16 世紀半ばまで続くイタリア戦争の開始を宣言した．だがシャルル 8
世は 1498 年に，不慮の事故によりアンボワーズ城で死去してしまう．ま
さにこの年に，サント・シャペルの新たな薔薇窓が完成している．
　近年フランソワーズ・ペロ氏等の研究により，興味深い事実が判明して
いる 3．ペロ氏によると，薔薇窓の再建は修復というよりむしろ全面的な
図 4　サント・シャペル西薔薇窓，直径約 9m，1485-98 年
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再構築というに相応しいものだった，という．13 世紀の窓の位置より，
15 世紀末の窓は 1m ほど壁体の前方へせり出す形で造り直されている．
修復の経緯や資料等に関する諸々の研究によれば，当時の薔薇窓の遺構と
される断片は，計 4 つばかり．まだ当初の薔薇窓の図像の詳細は不明であ
り，今後残された断片の調査が進むことを期待して待つほかない．従って
本稿では，まず現在の窓の各部位と黙示録のテクストとの照応関係を見て
ゆく．その上で将来の課題を整理しておこう．　
Ⅱ．西薔薇窓の概要
　現在のサント・シャペルの薔薇窓は，既述の通り 15 世紀末の再建である．
直径は 9.05m で，聖堂のヴォ―ルト天井の高さは約 20m，窓はほぼ天井
の高さにまで到達している．窓のトレーサリーはフランボヤン様式と呼ば
れ，炎の姿に準えられた独特な様式で建てられている 4．薔薇窓の構造は，
中央オクルスを中心として，同心円状に展開する二層の円環より構成され
るもので，基本単位はフランス語でいう〔フュゾ Fuseau〕；《錘・つむ》，
つまり紡いだ糸を巻き付ける紡錘型の糸巻状の形をさす用語が用いられ
る．これが薔薇窓全体にとって基本的な構成単位となる．
　各フュゾの内部はさらに〔スフレ Souffl  et〕；《ふいご》状の四つの区画
に分かれている．これらのスフレを両脇からちょうど括弧で括るように，
柳の葉のようなモチーフが囲んでいる．四つのスフレに描かれる主題は，
「黙示録」テクスト文を原則として忠実に絵画化している．他方，柳葉状
モチーフは青地に黄色の配色で，フランス王家の百合の紋章が描き出され
ている【図 19】．地上から見分けのつくように，はっきりとした色彩対比
が認められ，窓の寄進者フランス王家の存在を，強調する手法であること
は言を俟たない 5．
Ⅲ . 場面構成と読み解き順序
　第一層目のフュゾの数は 6 個である．第二層目は倍の 12 個となり，合
計 18 個のフュゾで薔薇窓の全体は構成される【図 5】．各フュゾの内部は，
さらに四つのスフレに分かれているため，18 × 4 ＝ 72 個のスフレが窓全
体に展開する．従って中央のオクルスと周囲を囲む 6 弁花の部分，加えて
最外殻ないし窓の下に見える番外の 8 区画を合計した数が，窓全体の区画
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数となり，計算すると 87 という膨大な数のパネルに，繊細なステンドグ
ラスが広がっているのだ 6．
　以下に各場面を見てゆくが，最初に中央オクルスから開始して，次にそ
の上方に位置する〔フュゾ 2〕へと移り，以下順に時計回りで進みながら，
第一層目の 6 個のフュゾを辿ってみよう．次いで第二層目に移り，計 12
個のフュゾを，同じ時計回りで辿りながら全場面の解読を進めてゆく．
　ここで結論の一端を先取りしておきたい．この薔薇窓の各区画には，「ヨ
ハネ黙示録」第 1 章から「天上のエルサレム」へと至る第 21 章までの場
面が概ね黙示録のテクストに忠実な形で描き出されている．とはいえ細部
を検討してみると，「黙示録」各章は同じ密度で描かれていない．ある章
は丁寧に，ある章は全く取り上げられていない．各章の扱い方に相当な相
違が認められる点が，この薔薇窓の注目点であると考えられる 7．
　では薔薇窓の全場面を「黙示録」のテクストに照らしながら見てゆこう．
その際個々のスフレを含む全 87 区画の番号は，原則として Painton 
Cowen の著書（2006 年）8 に依る【図 6】．各フュゾのナンバリングを小
図 5　各フュゾ Fuseau の構成図と読み取り順序
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見出しとして〔括弧内〕に算用数字で示す【図 5】．
　小見出しに付す〔括弧内〕には，P.Cowen による番号と，稀に筆者自
身の見解が Cowen と異なる場合に，番号を変更する．さらに各フュゾ内
の 4 つのスフレの内訳と 1998 年版 Corpus Vitrearum 9 による図版番号等
を加えて，将来の検索を容易にしておきたい．
Ⅳ . 各部位の読み解き
・〔オクルス 1〕中央のオクルスと六弁の花びら状区画（Cowen；1，
Corpus Vitrearum［以下 CV と略記］；G）《七基の燭台に囲まれた人の
子と足元にひれ伏す聖ヨハネ，アジアの七教会》【図 7】
図 6　各スフレ Souffl  et の全体図（P.Cowen 著書，2006 年の挿図より）
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　①場面の情景
　十字架光輪をつけた人の子・キリストは円形枠の中央で虹に坐し，周
囲を 7 つの金の燭台が囲んでいる．右手側に 7 つの星，口には鋭い両
刃の剣をくわえ，胸元で高く金の結び目を見せて帯を締め，白い衣の
上に青いマントをはおっている．六弁の花びら状区画には，アジアの
七教会が表されている．その一区画，向かって左下には聖ヨハネが跪
いてキリストの足元に伏している．このヨハネに対し，キリストは右
手で祝福を与えている．
　②典拠 :【Ap.I:11-17,Ap.II ～ III,Ap.IV: 2-3】
「…振り返り見れば七つの金の燈台あり．また燈台の間に人の子のごとき者ありて，
足まで垂るる衣を着，胸に金の帯を束ね，その頭と頭髪とは白き毛のごとく雪のご
とく白く，その目は焔のごとく．その足は爐にて焼きたる輝ける真鍮のごとく，そ
の聲は衆の水の聲のごとし．その右の手に七つの星を持ち，その口より両刃の利き
剣いで，その顔は烈しく照る日のごとし．我これを見しとき，その足下に倒れて死
にたる者の如くなれり．」
「視よ，天に御座設けあり．その坐し給ふものの状は碧玉・赤瑪瑙のごとく，かつ
図 7　七つの燭台に囲まれた人の子・キリストと足元にひれ伏す聖ヨハネ
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御座の周囲には緑玉のごとき虹ありき．．．」
　③特徴他
　上記テクストにある色彩表現とガラスの色との関わりが面白い．キリ
ストの髪はテクスト通りに白い色で，足のあたりには爐の焔のような
赤色が見える．ヨハネの衣は赤で，アジアの七教会の屋根にも赤が効
果的に用いられている．七教会は，キリストの上にある二区画に 2 つ
ずつ，下の三区画に 1 つの教会を，屋根に十字架を見せた小礼拝堂の
形で描き出されており，各扉口に天使が一人ずつ立っている．
　　
　次に第一層目のフュゾ 6 個に進む．ここには「黙示録」第 4 章～第 7 章
までの情景が描かれている．
・〔フュゾ2〕（Cowen； 2-5）10《神の前の黙示録の長老達，長老と四活物，
7 つの封印のある書物をもつ玉座の神》【図 8】
①場面の情景；24 人の黙示録の長老達が楽器をもって登場し，神を賛
美する場面．　
〔スフレ 2〕（Cowen；4,CV；D-6）7 つの封印のある閉じられた本を
左手に携え，右手で祝福を与える玉座の神の姿．
〔スフレ 3〕（Cowen；3,CV；D-4）24 人の長老の一部（4 人）と聖マ
タイの天使，聖マルコの獅子．
〔スフレ 4〕（Cowen；5,CV；D-5）24 人の長老の一部（4 人），聖ルカ
の牛，聖ヨハネの鷲で，いずれも翼には目が付けられている．
〔スフレ 5〕（Cowen；2,CV；D-1）24 人の長老の一部（10 人），彼ら
は皆楽器を手に掲げている．
②出典【Ap. Ⅳ : 4-10,V:1】
　「また御座のまはりに二十四の座位ありて，二十四人の長老，白き衣を纏ひ，首
に金の冠冕を戴きて，その座位に坐せり．．．．座位のまへに水晶に似たる玻璃の海
あり．御座の中央と御座の周囲とに四つの活物ありて，前も後も数々の目にて満ち
たり．第一の活物は獅子のごとく，第二の活物は牛のごとく，第三の活物は面のか
たち人のごとく，第四の活物は飛ぶ鷲のごとし．．．．．24 人の長老，御座に坐した
まふ者のまへに伏し，世々限りなく活きたまふ者を拝し，おのれの冠冕を御座のま
へに投げ出して言ふ，　．．．．　　我また御座に坐し給ふ者の右の手に，巻物のある
を見たり，その裏表に文字あり，七つの印もて封ぜらる．」
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③特徴他
　このフュゾでは上部の〔スフレ 2〕に居る玉座の神を囲んで，四活物
が下の〔スフレ 3〕，〔スフレ 4〕に分かれて，24 人の長老達とともに
讃美する荘厳な光景が展開している．特に上方の神の周囲，四活物の
背景地には赤が用いられており，長老達の白い衣との対比が目立つ場
面である．ちなみに長老は，この〔フュゾ 2〕では 18 名であり，24
名にはなっていない 11．
・〔フュゾ3〕（Cowen；6-9）《本を受け取る神の仔羊，ひれ伏す長老達，
仔羊を讃美する天使達》
①場面の情景
〔スフレ 6〕（Cowen；6,CV；C-4）十字架光輪をもつ神の膝元に一匹
の仔羊がいて，その周囲には四人の福音書記者の象徴である四
活物がいる．向かって左下より時計と反対周りに，獅子，牛，人，
鷲の順に並ぶ．仔羊は獅子の前に居て，前足を神の膝に乗せて
立ち，神の右手にある本を受け取ろうとしている．神は左手に
杖のような長い棒を持っている． 【Ap.V:6】
〔スフレ 7〕（Cowen ； 7,CV；C-1）7 本の角と 7 つの目を持った仔羊が，
一冊の本を開いている．その周囲には四活物がいて，前場面と
同じ順序に並んでいる．神と仔羊の背後のマンドルラの黄金色
が鮮明な印象を与え，仔羊の持つ本の上には文字が書かれてい
る． 【Ap.V:7】
〔スフレ 8〕（Cowen；8,CV；C-5）竪琴と黄金の鉢をもつ長老達が仔
羊の前にひれ伏す．ここには 6 人の長老が確認できる．
 【Ap.V:8-10】
〔スフレ 9〕（Cowen；9,CV；C-6）歌う天使 3 人が確認できる．彼ら
は両手をあわせて仔羊に向かって祈る姿が表される．
 【Ap.V:11-12】
②典拠【Ap.V:6-12】
「我また御座および四つの活物と長老たちとの間に，屠られたるが如き仔羊の立て
るを見たり，これに七つの角と目とあり，この目は全世界に遣わされたる神の七つ
の霊なり．かれ来たりて御座に坐したまふ者の右の手より巻物を受けたり．巻物を
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受けたるとき，四つの活物および二十四人の長老，おのおの立琴と香の満ちたる金
の鉢とをもちて，仔羊の前にひれ伏せり，この香は聖徒の祈禱なり．かくて新しき
歌を謡ひて言ふ　“汝は巻物を受け，その封印を解くに相応しきなり，汝は屠られ，
その血をもて諸種の族，国語，民，国の中より人々を神のために買ひ，之を我らの
神のために国民となし，祭司となし給へばなり．彼らは地の上に王となるべし．”　
我また見しに，御座と活物と長老達との周りにいる多くの御使の声を聴けり．．．．
大声にいふ
“屠られし仔羊こそ，能力と富と智慧と，勢威と尊崇と，栄光と讃美とを受くるに
相応しけれ”．」
③特徴他
　〔フュゾ 3〕全体が「黙示録」第 5 章にあてられ，神の仔羊のテーマ
が展開している．四活物と 24 人の長老達による，荘厳な神の仔羊へ
の讃美が謳われている．
　
・〔フュゾ4〕（Cowen；10-13）《第一の封印を解く，第一の活物の声を聞
く聖ヨハネ，弓をもつ第一の騎士，第二の封印を解く，第二の活物の声
を聞く聖ヨハネ，剣をもった第二の騎士の登場》【図 9】
①場面の情景
〔スフレ 10〕（Cowen；10,CV；B-1）仔羊が第一の封印を解くと，白
い馬が登場する．天使の声を聞く聖ヨハネ． 【Ap.VI:1】
〔スフレ 11〕（Cowen； 11,CV；B-4）弓を持ち，冠を与えられ白い馬
に乗る騎士． 【Ap.VI:2】
〔スフレ 12〕（Cowen；12,CV；B-6）第二の封印を解き，獅子の声を
聞く聖ヨハネ． 【Ap.VI:3】
〔スフレ 13〕（Cowen；13,CV；B-5）大いなる剣をあたえられ赤き馬
に乗る騎士． 【Ap.VI:4】
②典拠【Ap.VI:1-4】
　「仔羊その七つの封印の一つを解き結ひし時，われ見しに，四つの活物の一つが
雷霆のごとき声して『来たれ』と言ふを聞けり．また見しに，視よ，白き馬あり，
之に乗るもの弓を持ち，かつ冠冕を與えられ，勝ちて復勝たんとて出で行けり．
　第二の封印を解き給ひたれば，第二の活物の『来たれ』と言ふを聞けり．かくて
赤き馬いで来たり，これに乗る者地より平和を奪い取ることと，人をして互に殺さ
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図 8　〔フュゾ 2〕四活物と黙示録の長老に囲まれた神
図 9　〔フュゾ 4〕第一・第二の封印を解く，白い馬と赤い馬に乗る騎士の登場
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しむる事とを許され，また大なる剣を與へられたり．」　
③特徴他　
　〔フュゾ 4〕と次の〔フュゾ 5〕とで第 6 章の四人の騎士が登場．こ
の薔薇窓で最も丁寧に描かれる箇所である．色彩に関して注目すべき
特徴がここに見られる．四人の騎士は黙示録テクストでは，白，赤，黒，
蒼白き馬に乗って登場するが，ここでは特に〔スフレ 13〕の赤い馬
が赤になっておらず，また白い馬の登場する〔スフレ 11〕でも，飾
りの帯などもあって白い馬かどうか，容易に見分けがつかない 12．何
故このような配色が選ばれたのであろうか．
　
・〔フュゾ5〕（Cowen；14-17）《第三の封印を解く，牛の声を聞く聖ヨハ
ネ，秤をもって黒い馬に乗った騎士の登場，第四の封印を解く，鷲の声
を聞く聖ヨハネ，蒼白き馬に乗る騎士の登場》【図 10】
①場面の情景
〔スフレ 14〕（Cowen；14，CV；A-1）仔羊が第三の封印を解く．牛
の声を聞く聖ヨハネ． 【Ap.VI:5】
〔スフレ 15〕（Cowen；15，CV；A-4）手に秤を持ち，紫の衣を着た
第三の騎士が薄茶色の馬に乗り登場する． 【Ap.VI:5】
〔スフレ 16〕（Cowen；16，CV；A-6）第四の封印を解く，鷲の声を
聞く聖ヨハネ． 【Ap.VI:7】
〔スフレ 17〕（Cowen ；17，CV；A-5）青白い馬に乗る死の騎士，投
槍りと毒蛇とを手に持ち，陰府がこれに従う． 【Ap.VI:8】
②典拠【Ap.VI:5-8】
　「第三の封印を解きたれば，第三の活物の『来たれ』と言ふを聞けり．われ見しに，
視よ，黒き馬あり，之に乗るもの手に秤を持てり．かくてわれ四つの活物の間より
出づるごとき声を聞けり．．．．第四の封印を解き給ひたれば，第四の活物の『来たれ』
と言ふを聞けり．われ見しに，視よ，青ざ　めたる馬あり，之に乗る者の名を死と
いひ，陰府これに随ふ．」
③特徴他
　先のフュゾに続いて色の問題が注目される．〔スフレ 15〕には，テク
ストにある黒い馬ではなく，淡い色彩で薄茶色の馬になっている．さ
らに第四の騎士では，「蒼ざめたる馬」とのテクストに対して，薄い
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褐色めいた馬が登場する．死のテーマであるため，騎士の手にする奇
妙な動物のごときモチーフが面白い．
　
・〔フュゾ6〕（Cowen；18-21，Ap.VI:9-17）《第五の封印を解く，祭壇の
下の魂達，第六の封印を解く，大地震が起こる》【図 11】
①場面の情景　　　
〔スフレ 18〕（Cowen ；18,CV；F-6）仔羊が第五の封印を解く
 【Ap.VI:9】
〔スフレ 19〕（Cowen ； 19,CV；F-5）祭壇の下の魂たち，天蓋の下で
キリストの半身が見えている．小建築物のごとき祭壇が描か
れ，その下に白ガラスで表現される魂達がいる．魂は　人間の
図 10 〔フュゾ 5〕第三・第四の封印を解く，黒い馬と蒼白い馬に乗る騎士の登場
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形で裸体で表現されている． 【Ap.VI:9-10】
〔スフレ 20〕（Cowen； 20,CV；F-1）白い衣を着せられる魂達．
 【Ap.VI:11】
〔スフレ 21〕（Cowen ； 21,CV；F-4）第六の封印を解く，大地震が起
きて天が巻物を巻くごとく去りゆく． 【Ap.VI:12-17】
②典拠【Ap.VI:9-17】
「第五の封印を解き給ひたれば，嘗て神の言のため，又その立てし證しのために殺
されし者の霊魂の祭壇の下に在るを見たり．彼ら大聲に呼ばはりて言ふ，『聖にし
て眞なる主よ，何時まで審かずして地に住む者に我らの血の復讐をなし給はぬか』　
ここにおのおの白き衣を與へられ，かつ己等のごとく殺されんとする同じ僕たる者
と兄弟との数の満つるまで，なほ暫く安んじて待つべきを言ひ聞けられたり．
「第六の封印を解き給ひし時，われ見しに，大なる地震ありて日は荒き毛布のごと
く黒く，月は全面血の如くなり，天の星は無花果の樹の大風に揺られて，生り後れ
の果の落つるごとく地におち，天は巻物を巻くごとく去りゆき，山と島とは悉くそ
の處を移されたり．．．．『．．．そは御怒りの大いなる日既に来ればなり，誰か立つこ
とを得ん』」
③特徴他
　祭壇の下にいる魂達に白い衣が渡される場面は，白の色彩効果もあっ
てか，遠くから良く見える【図 11】．これは中央の神に向かって殉教
した人々の魂が切実なる叫びを発する，黙示録でも良く知られた場面．
その位置は中央の神に対して声が届くような接近した場所にあり，魂
達の祈る敬虔な姿が表わされている．さらに祭壇の表現にも特徴があ
る．神の光背が金色の光芒で表わされ，下から仰ぎ見る際には目につ
き易い．光輝と血の殉教者との対照によって，黙示録の現実味がさら
に加わる場面である．
　
・〔フュゾ7〕（Cowen；22-25，Ap.VII:1 ～ VII:13）《四つの風，白い衣を
着た群衆が現れる》
①場面の情景
〔スフレ 22〕（Cowen ；22,CV；E-1 修復多し）四つの風をもつ天使．
 【Ap.VII:1】
〔スフレ 23〕（Cowen ； 23,CV；E-4）玉座の前で棕櫚等をもつ白い衣
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の人々． 【Ap.VII:9-12】　
〔スフレ 24〕（Cowen ； 24,CV；E-5　修復多し）四活物に囲まれた玉
座の神の前の仔羊． 【Ap.VII:9-12】
〔スフレ 25〕（Cowen；25,CV；E-6）聖ヨハネと長老一人．
 【Ap.VII:13】　　
②典拠【Ap.VII:1-13】
「この後，われ四人の御使の地の四隅に立つを見たり，彼らは地の四方の風を引き
止めて，地にも海にも諸種の樹にも風を吹かせざりき．また他の一人の御使の，活
ける神の印を持ちて日の出づる方より登るを見たり，かれ地と海とを害ふ権を与え
られたる四人の御使にむかひ，大声に呼はりて言ふ，『われらが我らの神の僕の額
に印するまでは，地をも海をも樹をも害ふな』われ印せられたる者の数を聴きしに，
イスラエルの子等のもろもろの族の中にて印せられたるもの合せて十四萬四千あ
り．．．．．　この後われ見しに，視よ，もろもろの国・族・民・国語の中より，誰も
数えつくす能はぬ大なる群衆，しろき衣を纏ひて手に棕櫚の葉をもち，御座と仔羊
図 11 〔フュゾ 6〕第五・第六の封印を解く，祭壇の下の魂と大地震
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との前に立ち，大声に呼はりて言ふ『救は御座に坐したまふ我らの神と仔羊とにこ
そ在れ』．．．．長老たちの一人われに向ひて言ふ『この白き衣を著たるは如何なる者
にして何處より来りしか』」
③特徴他
　棕櫚を手にした群衆は顔をやや上にあげて，御座と仔羊の方を仰ぎ見
ている．なお小さな区画ではあるが，〔スフレ 25〕の場面は印象的で
ある．そこには長老の一人と共に聖ヨハネが，群衆と同じように神の
御座を仰ぎ見ている．ヨハネの赤い衣が遠くからでも良く見える．疑
問点は，第 7 章 14 節以下が何故描かれなかったか，である 13．
　以上で第一層目のフュゾは終る．続いて第二層目と，その間に挟まれた
スフレへと場面は進んでゆく．続けて時計回りで見てゆく．
　　
　第二層目の 12 個のフュゾ
・〔フュゾ8〕キリストの向かって左上の外側に位置するフュゾ（Cowen； 
26-30）《第七の封印を解く，7 人の天使が 7 つのラッパを吹く，聖人の
祈り，天使が祭壇の火を地面に投げつける》【図 12】
図 12 〔フュゾ 8〕第七の封印を解く，天使が祭壇の火を地面に投げつける
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①場面の情景　　
〔スフレ 26〕（Cowen ； 26,CV；E-12）一人の天使と聖ヨハネ．
 【Ap.VIII:1】
〔スフレ 27〕（Cowen；27,CV；E-13）七人の天使が神の前で七つのラッ
パを受け取る． 【Ap.VIII:2】
〔スフレ 28〕（Cowen；28,CV；E-15）一人の天使が祭壇に香炉を捧げ
る．これは殉教者の祈りを象徴する． 【Ap.VIII:3】
〔スフレ 29〕（Cowen；29,CV；E-21）聖人の祈りが神の許に届く．
 【Ap.VIII:4】
〔スフレ 30〕（Cowen；30,CV；E-14）天使が香をとり祭壇の火をもっ
て地面に投げつける． 【Ap.VIII:5】
②典拠【Ap.VIII:1-5】　
「第七の封印を解き給ひたれば，凡よそ半時のあひだ天静かなりき．われ神の前に
立てる七人の御使を見たり，彼らは七つのラッパを興へられたり．また他の一人の
御使，金の香炉を持ちきたりて祭壇の前に立ち，多くの香を与へられたり．これは
全ての聖徒の祈りに加えて，御座の前なる金の香壇の上に献げんためなり．．．．御
使その香爐をとり，之に祭壇の火を盛りて地に投げたれば，数多の雷霆と聲と雷光
と，また地震おこれり」
③特徴他
　ここでは炎の赤が際立って見える．〔スフレ 26〕の天使から霊感を受
けている聖ヨハネの衣の赤と呼応するように，〔スフレ 30〕の炎の赤
も際立って見える 14．
　
・〔フュゾ9〕（Cowen；31-34）《7 つのラッパを持てる 7 人の御使がこれ
を吹く場面》【図 13 左側】
①場面の情景
〔スフレ 31〕（Cowen；31,CV；D-7）第一のラッパを吹く天使，雹と
火が地上にふる． 【Ap.VIII:6-7】
〔スフレ 32〕（Cowen ； 32,CV；D-8）第二のラッパを吹く天使，燃ゆ
る山の如きものが海に投げられ，海の三分の一が血に変じ，船
の三分の一が滅ぶ． 【Ap.VIII:8-9】
〔スフレ 33〕（Cowen ； 33,CV；D-10）第三のラッパを吹く天使，燈
50 高　野　禎　子
火のごとく燃ゆる大なる星，天より墜ち，川の三分の一と水の
源泉との上に落ちたり．苦艾（にがよもぎ）という．水が苦く
なり，多くの死者がでる． 【Ap.VIII:10-11】
〔スフレ 34〕（Cowen；34,CV；D-9）第四のラッパを吹く天使，日・月・
星の各々三分の一が暗くなり，鷲が「災いなるかな」と叫んで
飛ぶ． 【Ap.VIII:12-13】
②典拠【Ap.VIII: 6-13】
「7 つのラッパをもてる 7 人の御使これを吹く備をなせり．第一の御使ラッパを吹
きしに，血の混じりたる雹と火とありて，地にふりくだり．．．第二の御使ラッパを
吹きしに．．．第三の御使ラッパを吹きしに．．．．第四の御使ラッパを吹きしに．．．．
また見しに，一つの鷲の中空を飛び，大いなる声して言ふを聞けり．曰く『地に住
める者どもは禍害なるかな，．．．』
③特徴他　　　　　　　　　　　　　　　　
　ラッパが黄色で大きく描かれており，激しい災禍が起こっている様子
が比較的わかり易く，遠目にも見える．特に〔スフレ 33〕と〔スフ
レ 34〕に見られる太陽と月は目立つ．鷲もまた黄金色で良く見える
ように描かれている．ダイナミックな天使の動作と天体の鮮やかな色
彩が天変地異の表現にかなっている．
　
・〔フュゾ10〕（Cowen；35-38）《第五，第六のラッパを吹く天使と諸々
の災い》【図 13 右側】
①場面の情景
〔スフレ 35〕（Cowen ；35,CV；D-15）第五のラッパを吹く天使，星
が天から地に落ちる．
　底なき穴の鍵が与えられ，蝗が地上にでてきて災いをもたらす．
 【Ap.IX:1-6】　
〔スフレ 36〕（Cowen ；36,CV；D-13）蝗の形は馬のごとく，金の冠
のごときものを被る，顔は人の顔のごとく，女の頭髪あり．歯
は獅子の歯のごとし，尾に刺在り． 【Ap.IX:7-10】
〔スフレ 37〕（Cowen；37,CV；D-14）蝗の王アバドン，底なきとこ
ろの使が登場． 【Ap.IX:11】　
〔スフレ 38〕（Cowen；38，CV；D-12）第六のラッパを吹く天使．
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 【Ap.IX:13】
②典拠【Ap.IX:1-13】
「第五の御使ラッパを吹きしに，われ一つの星の天より地に隕ちるを見たり．この
星は底なき坑の鍵を與えられたり．．．．煙の中より蝗地上に出でて，地の蠍のもて
る力のごとき力を與へられ，地の草のすべての青きもの又すべての樹を害ふことな
く，ただ額に神の印なき人をのみ害なふことを命ぜられたり．．．．かの蝗の形は戦
争の為に具へたる馬のごとく，頭には金に似たる冠冕の如きものあり，顔は人の顔
のごとく，之に女の頭髪のごとき頭髪あり，．．．．この蝗に王あり．底なき所の使に
して，名をヘブル語にてアバドンと云ひ，ギリシヤ語にてアポルオンと云ふ．．．．．
第六の御使ラッパを吹きしに，神の前なる金の香壇の四つの角より声ありて．．．」
③特徴他
　天からおちる星や巨大な鍵の黄色，蝗や蠍などが馬の姿に見えるよう
に描かれている．ラッパを吹く天使の白と赤の衣がはためく様など，
窓の上方で良く見える工夫がなされる．
図 13 〔フュゾ 9〕〔フュゾ 10〕ラッパを吹く天使と多くの災い
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・〔フュゾ11〕（Cowen ；39-43）《第六のラッパを吹いた後の出来事，四
人の御使を解放，人の三分の一が殺される，虹に座す天使が開いた本を
ヨハネに渡す》
①場面の情景
〔スフレ 39〕（Cowen ； 39，CV；C-8）大いなるユーフラテス川のほ
とりにつながれた四人の天使を解放する． 【Ap.IX:14】
〔スフレ 40〕（Cowen ； 40，CV；C-10）騎兵の数は 2 億，三分の一の
人は殺される． 【Ap.IX:16-19】
〔スフレ 41〕（Cowen ； 41，CV；C-7）虹に座す天使がヨハネに開い
た本を渡す． 【Ap.X:1,8】
〔スフレ 42〕（Cowen ； 42，CV；C-9）七つの雷霆の語りし事は書き
記すなと言う． 　【Ap.X:3-5】
〔スフレ 43〕（Cowen；43，CV；D-21）ヨハネが秤で神殿をはかる．
 【Ap.XI:1】
②典拠【Ap.IX:14-19，X:1-8，XI:1】
「ラッパを持てる第六の御使に“大いなるユーフラテス川の辺に繋がれる四人の御
使を解放て”と言ふを聞けり．．．．人の三分の一を殺さん為に備へられたる四人の
御使は解放たれたり．．．．」
「我また一人の強き御使の，雲を著て天より降るを見たり．その頭の上に虹あり，
その顔は日の如く，その足は火の柱のごとし．その手には展きたる小さき巻物を持
ち，右の足を海の上におき，左の足を地の上におき，獅子の吼ゆる如く大声に呼ば
れり，呼はりたるとき七つの雷の語りし時，われ書き記さんとせしに，天より声あ
りて“七つの雷の語りしことは封じて書き記すな”といふを聞けり．．．．」
「ここにわれ杖のごとき間竿を與へられたり，かくて或者いふ“立ちて神の聖所と
香壇に配する者どもを度れ」
③特徴他
〔スフレ 41〕〔スフレ 42〕では，天の御使の描写が黙示録のテクスト
に忠実で，頭の上に虹が描かれ，海と地に足をまたいでいる様子など
が見える．〔スフレ 42〕聖ヨハネの赤い衣がとりわけ目立っている
15．
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・〔フュゾ12〕（Cowen； 44―4816）《二人の証人，第七のラッパを吹く
天使，太陽を纏う女》【図 14】
①場面の情景
〔スフレ 44〕（Cowen；48,CV；C-13）二人の証人がターバンを巻いた
人物により死に至らしめられる． 【Ap.XI:3-11】
〔スフレ 45〕（Cowen；45,CV；C-21）二人の証人の復活と昇天，これ
を見る人々は恐れる． 【Ap.XI:11-13】
〔スフレ 46〕（Cowen；46,CV；C-15）第七のラッパを吹く天使，玉座
の前で長老達がひれ伏す． 【Ap.XI:15-16】
〔スフレ 47〕（Cowen；47,CV；C-14）太陽をまとう女，足下に月と
12 の星を踏む． 【Ap.XII:1】
〔スフレ 48〕（Cowen；44,CV；C-12）七つの頭と十本の角をもつ竜が
登場する． 【Ap.XII:3-4】
②典拠【Ap.XI:3-16,XII:1-4】
　「我わが二人の証人に権を與へん，彼らは荒布を着て千二百六十日のあひだ預言
すべし．．．．彼等がその証しを終へんとき，底なき所より上る獣ありて之と戦闘を
図 14 〔フュゾ 12〕〔フュゾ 13〕女と竜の場面他
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なし，勝ちて之を殺さん．．．．第七の御使ラッパを吹きしに，天に数多の大いなる
声ありて．．．かくて神の前にて座位に坐する二十四人の長老ひれふし神を拝して言
ふ，．．．」
「また天に大いなる徴見えたり．日を著たる女ありて，其の足の下に月あり，其の
頭に十二の星の冠冕あり．かれは孕りをりしが，子を産まんとして産の苦痛と悩と
のために叫べり．また天に他の徴見えたり．視よ，大いなる赤き竜あり．これに七
つの頭と十の角とありて，頭には七つの冠冕あり．」
③特徴他
　最も注目されるのは〔スフレ 47〕の女と竜の場面．黄色の光輪をつ
けた女は青い衣を身に着け足元に三日月を踏んでいる．左手に赤子を
抱く女には，赤い大きな翼がつけられ，背後を勢いのある黄色の光芒
が取り巻いている．青地の背景には星がまたたき，右上方からは一人
の天使が赤子を受け取りに，天から降りてきている．また〔スフレ
46〕は黄金色に輝く背景を背に神を讃美する長老達の姿が見える．神
は右手で祝福を与え，左手には赤い書物を持っている．2 人の証人の
場面が他のスフレに展開する．
　
・〔フュゾ13〕【図 14】と〔フュゾ14〕二つのフュゾを，一組として考
える．（Cowen；49-56）《ミカエルと竜，女と竜，アンチクリストと竜
への礼拝，獣の礼拝》
①場面の情景
〔スフレ 49〕（Cowen；49,CV；B-7）ミカエルと竜の戦い．
 【Ap.XII:7-8】
〔スフレ 50〕（Cowen；50,CV；B-8）荒野に逃れるために鷲の翼を与
えられる女とそれを追う竜． 【Ap.XII:13-14】
〔スフレ 51〕（Cowen；51,CV；B-12）七つの頭と十本の角をもつ獣が
海から現れる． 【Ap.XIII:1】
〔スフレ 52〕（Cowen ；52,CV；B-13）竜が獣（アンチクリスト）に
力を与える． 【Ap.XIII:2-3】
〔スフレ 53〕（Cowen；53,CV；B-10）竜を礼拝する人々．保存状態良
好なパネル． 【Ap.XIII:4】
〔スフレ 54〕（Cowen；54,CV；B-9）獣が聖人達に闘いを挑む．
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 【Ap.XIII:7】
〔スフレ 55〕（Cowen；55,CV；B-14）獣をあがめる人々．
 【Ap.XIII:8】
〔スフレ 56〕（Cowen；56,CV；B-15）仔羊の如き角が二本ある獣，天
から火を落とす． 　【Ap.XIII:11-14】
②典拠【Ap.XII: 7-14】
「かくて天に戦争おこれり，ミカエル及びその使たち竜とたたかふ．竜もその使た
ちも之と戦ひしが，勝つこと能はず，．．．かくて竜はおのが地に落とされし見て，
男子を生みし女を責めたりしが，女は荒野なる己が處に飛ぶために，大いなる鷲の
両の翼を與へられたれば，其処にいたり．．．」
「我また一つの獣の海より上るを見たり．之に十の角と七つの頭とあり，その角に
十の冠冕あり，頭の上には神を瀆す名あり．．．．また聖徒に戦闘を挑みて，之に勝
つことを許され，且もろもろの族・民・国語・国を掌どる権威を與へらる．．．．我
また他の獣の地より上るを見たり．これに仔羊のごとき角二つありて竜のごとくに
語り，先の獣の凡ての権威を彼の前にて行ひ，．．．」
③特徴他
　角のある獣が登場して人々が獣の王らしきものを礼拝している様子
が，白いガラスの中に描かれる．炎の赤，地面の緑に対して黄色の装
飾が目立つ．白と黄色のガラスが主要な人物に用いられているようで
ある．
　
・〔フュゾ15〕（Cowen；57-61）《シオンの山の仔羊の讃美，バビロンの
失墜，刈り入れの時》【図 15】
①場面の情景
〔スフレ 57〕（Cowen；57,CV；B-21）修復多し．シオンの山の仔羊と
144000 の人々の賛美． 【Ap.XIV:1-5】
〔スフレ 58〕（Cowen ； 58,CV；A-7）天使が審判の時を告げる．
 【Ap.XIV:6-7】
〔スフレ 59〕（Cowen；59,CV；A-8）修復多し．2 天使がバビロンの
失墜を告げる． 【Ap.XIV:8-11】
〔スフレ 60〕（Cowen ； 60,CV；A-9）修復多し．刈り入れの時，人の
子が白い雲にのって到来． 【Ap.XIV:14-16】
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〔スフレ 61〕（Cowen；61，CV；A-10）鎌を用いての刈り入れ．
 【Ap.XIV:17-18】
②典拠【Ap.XIV:1-18】
「われ見しに，視よ，仔羊シオンの山に立ちたまふ．十四萬四千人の人これと備に
居り，その額には仔羊の名および仔羊の父の名記しあり．．．．．．我また他の御使の
中空を飛ぶを見たり，かれは．．．”なんぢら神を畏れ，神に栄光を帰せよ．その審
判のとき既に至りたればなり．．．．他の第二の御使，かれに従ひて言ふ．“倒れたり，
倒れたり，大いなるバビロン，．．．．」
「また見しに，視よ，白き雲あり，その雲の上に人の子の如きもの坐して，首には
金の冠冕をいただき，手には利き鎌をもちたまふ．．．かくて．．．その鎌を地に入れ
たれば，地の穀物は刈り取られたり．又ほかの御使，天の聖所より出で，同じく利
き鎌を持てり．．．．」
③特徴他
〔スフレ 60〕人の子の如き者が手に持つ鋭い鎌で，地上の穀物を刈り
図 15 〔フュゾ 15〕刈り入れ場面
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取る場面や天使が審判の時を告げる場面など，「最後の審判」を暗示
する．白い雲に乗り金の王冠をつけ，右手に鎌を持つ人物と地上で行
われる穀物の刈り入れが，紫衣の天使とともに地上から良く見える．
　
・〔フュゾ16〕（Cowen；62-65）《最後の七つの苦難を持てる七御使，神
の怒りの七つの鉢の災いのうち二つ目までの情景》
①場面の情景
〔スフレ 62〕（Cowen；62,CV；A-15）修復多し．モーゼの歌をうた
う選ばれし人々． 【Ap.XV:2-4】
〔スフレ 63〕（Cowen；63,CV；A-13）修復多し．四活物のうちの一
つが神の怒りの 7 つの杯をあおぐ． 【Ap.XV:5-7】
〔スフレ 64〕（Cowen；64,CV；A-14）修復多し．第一の鉢が地上に
傾けられ獣の徴を持てる人と像の礼拝者に悪腫が生じる．
 【Ap.XVI: 2】
〔スフレ 65〕（Cowen；65,CV；A-12）修復多し．第二の鉢が海上に
傾けられ海の生物が死ぬ． 【Ap.XVI:3】
②典拠【Ap.XV:2-7，XVI:2-3】
「我また火の混じりたる玻璃の海を見しに，獣とその像をその名の数字とに勝ちた
る者ども，神の立琴を持ちて玻璃の海の辺りに立てり．彼ら神の僕モーセの歌と仔
羊の歌とを歌ひて．．．この後われ見しに，天にある證しの幕屋の聖所ひらけて，か
の七つの苦難を持てる七人の御使，きよき輝ける亜麻布を著，金の帯を胸に束ねて
聖所より出づ．四活物の一つ，その七人の御使に，世々限りなく生きたまふ神の怒
りの満ちがる七つの金の鉢を與へしかば，．．．」
「我また聖所より大いなる声ありて，七人の御使に“往きて神の怒りの七つの鉢を
地の上に傾けよ”と言ふを聞けり．かくて第一の者ゆきて其の鉢を地の上に傾けた
れば，獣の徴章を有てる人々とその像を拝する人々との身に，悪しき苦しき腫物生
じたり．第二の者その鉢を海の上に傾けたれば，海は死人の如くなりて，海にある
生物ことごとく死にたり．」
③特徴他
　このフュゾは全体に修復が多い．その為か色彩のコントラストや描線
等にやや違和感あり．災いの数々がここに展開しており，見る者に
とって最も距離が近く，やや上方に見える〔フュゾ 4〕と〔フュゾ 5〕
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の「四人の騎士」の場面も視界に入る位置でもある．
　　　　　　
・〔フュゾ17〕（Cowen；66-70）《第三～第六の鉢を傾けると様々な災い
が起きる》
①場面の情景
〔スフレ 66〕（Cowen；66,CV；F-10）第三の鉢をあけると，川は血に
染まる． 【Ap.XVI:4-6】　
〔スフレ 67〕（Cowen； 67,CV；F-8）修復多し．第四の鉢を太陽の上
に傾ける，人は激熱に焼かれる． 【Ap.XVI:8】　
〔スフレ 68〕（Cowen；68,CV；F-9）修復多し．第五の鉢をあけると，
獣の国は暗くなる 17． 【Ap.XVI:10】
〔スフレ 69〕（Cowen ； 69,CV；F-7）修復多し．第六の鉢をあけると，
ユーフラテス河の水が涸れる． 【Ap.XVI:12】
〔スフレ 70〕（Cowen ； 70，CV；A-21）修復多し．偽預言者の口よ
り蛙のごとき汚れし霊が出る． 【Ap.XVI:13】
②典拠【Ap.XVI:4-12】
「第三の者その鉢を．．．水の上に傾けたれば，みな血となれり．第四の者その鉢を
太陽の上に傾けたれば，太陽は火をもて人を焼くことを許さる．．．．第五の者その
鉢を獣の上に傾けたれば，獣の国暗くなり，その国人痛みによりて己の舌を噛み．．．
かつ己が行為を悔改めざりき．．．第六の者その鉢を大なる河ユウフラテスの上に傾
けたれば，河の水涸れたり．．．我また竜の　口より，獣の口より，偽預言者の口よ
り，蛙のごとき三つの穢れし霊の出づるを見たり．」
③特徴他
　この〔フュゾ 17〕も修復が多い．天使が鉢を傾けると，地上に次々
と厄災が起きる．動的な場面であるため，赤や黄色の色彩により遠目
にも良く見える．ただし修復の手が相当入っているため，不自然なほ
ど鮮やかな印象が強い．
　
・〔フュゾ18〕（Cowen；71-78）《バビロンの大淫婦が裁かれる，巨大な
碾き臼の如き石が海に投げ込まれる》【図 16】
　①場面の情景
〔スフレ 71〕（Cowen；71，CV；F-12）第七の鉢を傾けると，聖所よ
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り御座より声出“事すでに成れり”という． 【Ap.XVI:17】　
〔スフレ 72〕（Cowen；72,CV；F-13）雷光と聲と雷，大いなる地震が
起こり雹がふる． 【Ap.XVI:18-21】
〔スフレ 73〕（Cowen；73,CV；F-15）修復多し．七頭の獣にまたがる
バビロンの大淫婦は手に鉢をもつ． 【Ap.XVII:3-5】
〔スフレ 74〕（Cowen；74,CV；F-21）海に巨大な石，多いなる碾き臼
のごとき石を投げ込む．大いなるバビロンは打ち倒されてしま
う． 【Ap.XVIII:21】
②典拠【Ap.XVI:17-21，XVII:3-5，XVIII:21】
「第七の者その鉢を空中に傾けたれば，聖所より声いでて，“事すでに成れり”と言
ふ．かくて数多の雷光と聲とあり，また大いなる地震おこれる．．．．．」
「かくてわれ御霊に感じ，御使に携へられて荒野にゆき，緋色の獣に乗れる女を見
たり．この獣の躰は神を汚す名にて覆はれ，また七つの頭と十の角とあり．女は紫
図 16 〔フュゾ 18〕バビロンの大淫婦他
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色と緋とを著，金・宝石・真珠にて身を飾り，手には憎むべきものと己が淫行の汚
れとにて満ちたる金の酒杯を持ち，額には記されたる名あり．曰く“奥義大なるバ
ビロン，地の淫婦らと憎むべき者との母”．．．」
「ここに一人の強き御使，大いなる碾臼の如き石を擡げ海に投げて言ふ“おほいな
る都バビロンは格のごとく烈しく撃ち倒されて，今より後見えざるべし．」
③特徴他
　最外周の比較的目につき易い位置に〔スフレ 73〕の《バビロンの大
淫婦》と〔スフレ 74〕の《碾臼のごとき石を海に投げ込む》場面が
並んでいる 18．大地震の〔スフレ 72〕と天使が第七の鉢を傾けるシー
ンなど，各場面の向きが興味深い．中心に向かう方向性と，反対に外
へ向かう方向性が対照的である．白ガラスが目立つ箇所でもある．
　
・〔フュゾ19〕（Cowen；75-79）《白馬のロゴス，天上のエルサレム》【図
17】
図 17 〔フュゾ 19〕白馬のロゴスと天上のエルサレム他
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①場面の情景
〔スフレ 75〕（Cowen；75,CV；E-10）白馬のロゴス；「王の王」「主の
主」が，口に剣をくわえて白い馬に乗って登場し，他の二人の
騎士とともに右方向へと進む． 【Ap.XIX,11-16】
〔スフレ 76〕（Cowen；76,CV；E-1）大地の王達が獣と闘う．
 【Ap.XIX,19-20】　
〔スフレ 77〕（Cowen；77,CV；E-8）七つの頭の獣が捕えられ，硫黄
の燃ゆる火の池に投げ入れられる． 【Ap.XIX，20】
〔スフレ 78〕（Cowen；78,CV；E-8）悪魔たりサタンたる古き蛇を捕
えて，千年の終わるまでは諸国民を惑わすことなきよう，底な
き処に閉じ込めて封印する． 【Ap.XX:1-3】
〔スフレ 79〕（Cowen ； 79,CV；F-14）天上のエルサレム．
 【Ap.XXI:10-24】
②典拠【Ap.XIX:11-20，XX:1，XXI:10-24】
「我また天の開けたるを見しに，白き馬あり，之に乗りたまふ者は《忠実また眞》
と梢へられ，義をも審き，かつ戦ひたまふ．彼の目は焔のごとく，その頭には多く
の冠冕あり．．．彼は血に染みたる衣を纏へり，その名は《神の言葉》ととなふ．天
にある軍勢は白く潔き細布を著，白き馬に乗りて彼に従ふ．彼の口より利き剣いづ，
之をもて諸国の民をうち，鉄の杖をもて之を治め給はん．また自ら全能の神の烈し
き怒りの酒ぶねを踏みたまふ．その衣と股とに“王の王，主の主”と記せるあり．．．．
我また獣と地の王たちと彼らの軍勢とが．．．戦闘を挑むを見たり．かくて獣は捉え
られ，．．．硫黄の燃ゆる火の池に投げ入れられたり．」
「我また一人の御使の底なき所の鍵と大いなる鎖とを手に持ちて，天より降るを見
たり．彼は竜，すなはち悪魔たりサタンたる古き蛇を捕へて，之を千年のあひだ繋
ぎおき，底なき所に投げ入れ閉じ込めて，その上に封印し，千年の終わるまでは諸
国の民を惑すことなからしむ．．．．」
「御使，御霊に感じたる我を携へて大いなる高き山にゆき，聖なる都エルサレムの，
神の栄光をもて神の許を出でて天より降るを見せたり．その都の光輝はいと貴き玉
のごとく，透徹る碧玉のごとし，此処に大なる高き石垣ありて十二の門あり，門の
側らに一人づつ十二の御使あり，門の上に一つづつイスラエルの子孫の十二の族の
名を記せり．東に三つの門，北に三つの門，南に三つの門，西に三つの門あり．．．．
我と語る者は都と門と石垣とを測らん為に金の間竿を持てり．都は方形にして，そ
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の長さ廣さ相均し．彼は間竿にて都を測りしに一萬二千町あり，長さ廣さ高さみな
相均し．．．石垣は碧玉にて築き，都は清らかなる玻璃のごとき純金にて造れり．都
の石垣の基はさまざまの宝石にて飾れり．第一の基は碧玉，第二は瑠璃，第三は玉
髄，第四は緑玉，第五は赤縞瑪瑙，第七は貴橄欖石，第八は緑柱石，第九は黄玉席，
第十は緑玉髄，第十一は青玉，第十二は紫水晶なり．十二の門は十二の真珠なり，
おのおのの門は一つの真珠より成り，都の大路は透徹る玻璃のごとき真珠なり．わ
れ都の内にて宮を見ざりき，主なる全能の神および仔羊はその宮なり．都は日月の
照すを要せず，神の栄光これを照し，仔羊はその燈火なり．．．．」
③特徴他
　この〔フュゾ 19〕をもって黙示録は終る 19．〔スフレ 79〕の《天上の
エルサレム》では，各扉口に天使が守り，仔羊がその真ん中に鎮座し
ている【図 18】．
　　注目すべきは〔スフレ 75〕の《白馬のロゴス》と《天上のエルサ
レム》とが，薔薇窓の中心オクルスに君臨する神の左肩の延長線上に
位置している点である．二つの場面は向かい合う形で相対峙し，《天
上のエルサレム》の全体に黄色味を帯びた色彩が，仔羊の姿とともに
浮かび上がる．白馬に跨る騎士姿の「ロゴス」は，先にみた第 6 章の
第一の封印を解く白馬の騎士像【図 9】と呼応する．まさに「薔薇窓
の黙示録」にみる，クライマックスのシーンである．
　
・その他の箇所（Cowen； 80-85）《王家の紋章，王冠，シャルル八世のイ
ニシャル》【図 19】
　各フュゾの間にある小区画ないし下方の隅にある区画には，さらに幾つ
かのモチーフが見られる．
〔スフレ 80〕，〔スフレ 81〕，〔スフレ 83〕；王家の紋章，百合，王冠，
〔スフレ 82〕，〔スフレ 84〕，〔スフレ 85〕；王シャルル 8 世（Charles 
VIII）のイニシャル；K．
〔スフレ 86〕と〔スフレ 87〕；薔薇窓の外側で修復多い二区画で，栄
光の神，七つ頭の獣．
　
　以上，サント・シャペルの薔薇窓の「黙示録」全場面を辿ってきた．こ
れらの全体を改めて俯瞰してみると，以下の 5 点が課題として浮かび上が
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図 19　仏王家の白百合の紋章とシャルル 9 世の頭文字
図 18　天上のエルサレム ;〔フュゾ 19〕
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る．
Ⅴ．まとめ
① 色彩の諸問題　本文中でもしばしば触れたが，この薔薇窓で特徴的な問
題の一つは色彩である．
・〔青〕ガラスの背景地はすべて青色に統一されている．青を含む全体
の色数は 12 色である．
・〔赤〕赤色が集中的に用いられる箇所として，特に聖ヨハネの衣の色
の赤が注目される．黙示録の四活物の登場する場面にも赤が使用され
る点，アクセントとしての赤は大切な色である．
・〔白〕白色の用いられ方も重要である．特に神の衣の白，黙示録の長
老達の衣の白，白い馬，白い碾臼，剣の白色，ロゴスの跨る白馬等．
テクストからの要請とともに，地上から薔薇窓を見上げる際に目立つ
色彩としての，白が強調される点も重要である．
・〔緑，黄〕緑と黄色の登場の仕方にも特徴がある．中央オクルスの神
の座す虹の緑色は，テクストにより碧玉の意味を担う．光輪もまた緑
色で赤い十字架が描かれている．周囲を取り巻く金色の燭台や王冠の
金色にはジョーヌ・ダルジャンの黄色が多用されている．
②ステンドグラスの技法
・〔ジョーヌ・ダルジャン技法による多彩な黄色〕14 世紀から盛んになっ
た銀塩を用いた黄色ガラスの技法で，髪の色，光輪，金色の装飾品，
天使の翼などに多用されている．黄色も一定ではなく，褐色がかった
ものや黄金色に近い黄色などニュアンスに富んでいる．
・〔ベネチヤン・ガラスの絵付け技法〕白ガラスに赤や青の線描を入れ
て変化をつける技法が登場して，華やかさを演出する．
③黙示録テクストと図像
・〔黙示録サイクル〕全体としてみればテクストに密着した形で写本と
同様，一種の「挿絵」のように読み解くことができる．ただし見落と
してならないのは，必ずしも全章が均質に扱われていない点である．
濃密な章と希薄な章とが混在している．
・〔フェゾ 18 個〕第一層目のフュゾ 6 個は，中央のキリストの真上から
時計回りに進む．ここには「黙示録」第 4 章～第 7 章までの情景が描
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かれる．第二層目のフュゾ 12 個には，第 8 章～第 21 章までが描か
れている．「黙示録」は第 22 章 21 節で終わるが，特に第 16 章まで
は丁寧に扱われている．第 17 章，第 18 章はひどく駆け足になり，
第 20 章に至っては殆んど描かれず，第 21 章《天上のエルサレム》
のみ一場面に凝縮して描かれている．最終章の第 22 章は全く描かれ
ていない．
・〔丁寧な章〕次の四つの章；第 6 章，第 8 章，第 14 章，第 16 章である．
〔フュゾ〕および〔スフレ〕の数でいうと，第 6 章は〔フュゾ 4〕，〔フュ
ゾ 5〕，〔フュゾ 6〕の計 12 個のスフレより成る．第 8 章は〔フュゾ 8〕
と〔フュゾ 9〕の計 9 個のスフレより成る．第 14 章は〔フュゾ 15〕
で 5 個のスフレ，第 16 章は〔フュゾ 16〕と〔フュゾ 17〕で計 9 個
のスフレより成っている．
・〔図像〕第 6 章の《四人の騎士》と《祭壇の下の魂》の場面が中央の
神の下方に位置する三つのフュゾを占める．四人の騎士は各スフレに
単独で描かれており，安定した構図となる．また《祭壇の下の魂》も
本来は祭壇の上の神を礼拝するのだが，良く見ると皆が中央オクルス
方向に視線を向けており，中央への収斂性を意識した構図になってい
る．第 8 章は《第七の封印》と《七つのラッパを吹く御使》の場面で，
中央の神から向かって左上の外殻に位置する．いずれもダイナミック
な災いの展開する場面が続き，赤い炎の色が一際目立つ．第14章は《仔
羊の礼讃》と《鎌を持ち刈り入れをする》場面で，第 16 章《七人の
御使が七つの鉢を傾ける》とあわせて，フュゾ二つがちょうど中央の
神の真下にあり，礎を固めている．
④図像の源泉 20
・〔写本〕先学の研究により，次のような写本との関連が指摘されている．
　Ms.403 de la Bnf ； Ms.latin 688 de la Bnf ； Ms.815 de la Bm de 
Toulouse ； Ms.Francais 13096 de la Bnf etc.
・〔下絵画家〕近年の研究により窓の下絵を描いた画家として，例えば
アンリ・ド・ヴルコプ Henri de Vulcop をはじめ，15 世紀の写本画
家達；Maître des Dreux-Budé その後継者と目される Maître de 
Coetivy や Maître de Jacques de Luxembourg,  Maître de la Châsse 
à la Licorne, Jean d’Ypres 等の名前が挙げられている．
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⑤聖ヨハネの重要性【図 20】
・〔黙示録の著者聖ヨハネ〕ヨハネは福音書記者の一人であり，かつま
た黙示録の著者と同一視されていたため，この薔薇窓においても頻繁
に登場する．
・聖ヨハネが登場する区画は第一層目に集中している．【図 6】の番号
でいえば，〔1〕〔5〕〔6〕〔7〕〔10〕〔12〕〔14〕〔16〕〔18〕〔24〕〔25〕〔26〕
〔41〕〔42〕〔43〕の計 15 箇所にヨハネが居る．
・聖ヨハネの衣は鮮やかな赤で描かれることが多い．先に見たように第
二の騎士【図 9】では，テクストから「赤い馬」と要請されているの
に対し，馬には冴えないくすんだ褐色が用いられていた．仮に，ヨハ
ネの衣の赤との混乱を避ける狙いがあったなら，薔薇窓の黙示録に
とって，著者であるヨハネはどのような意味を担ったのか 21．神の姿
よりも時に大きなサイズで描かれることもある．ヨハネの重要性が認
められる点も，この薔薇窓の特筆すべき特徴である．　
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